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図 5-1-1 意識調査時に配布した「別紙」 
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（２）栄養バランス調査（BDHQ 調査）  

体験（または講習会）への参加によって、栄養バランスがどのように・どの程度改善されたかを把

握するため、参加者に対し栄養バランス調査を行った。 

栄養バランス調査は、現状把握のための「事前調査」と、その結果を踏まえたのちの「事後調査」

に区分される。調査は 20 歳以上の参加者全員とするが、分析結果を示すまでは繰り返しの回答に意

味はないため、各体験・講習会を通じ各自１回（複数回参加しても回答は１回）とした。 

①事前調査 

体験（または講習会）参加時に、直近約１か月の食生活に関して BDHQ 調査を実施し、体験

参加前の栄養バランスを分析した。調査は主に体験先への往路（または講習開始前）に実施し、

調査票を回収・分析後（分析は DHQ サポートセンターへ委託・実施）、その結果を回答者個人

宛に郵送により返却した。 

②事後調査 

事前調査結果を確認することで、回答者の意識・食生活の改善が見込まれる。その改善効果を

把握するために、再度栄養バランス調査を行った。 

事後調査は、事前調査回答者全員を対象とした。事後調査の回収方法は、事前調査結果返却時

に、事後調査用の BDHQ 調査票を同封し、返却後１か月間を目途にその間の食生活について回

答を記入してもらい、同封した返信用封筒を用いて回収した。 

なお事後調査の対象期間には、通常期と異なる食生活となり得る年末年始が重なったため、回

答時の留意事項としてその期間は除外することを付記した。 

 

栄養バランス調査の回答者数は表 5-1-2 のとおりで、事前調査の回答総数は 293 件、事後調査

の回答者総数は 233 件となった。 

事後調査の回収率は、開催日別に整理した結果を表 5-1-3 に示すとおり、全体の約８割で全員か

らの回収には至っていない。体験・講習会の受付け時には、事前と事後の２回の回答が参加条件であ

ることを説明し了解を得ていた一方、体験実施中にも事後調査の解答は必須であることを、複数回に

渡って依頼していたが、一部の参加者から理解・協力を得ることは出来なかった。今後は受付け時に

活動の趣旨をさらに詳しく説明した上で参加者を決定していくこと、体験実施の段階で事後調査の調

査票・返信封筒を渡しておくこと、などの対応が必要と思われる。 

 

表 5-1-2 栄養バランス調査の回答者数（区分別・男女別） 

区分 年代 
回答者数 

備 考 
男 女 

事 

前 

調 

査 

10 歳代 1 2 

体験・講習会開催中（2015 年 8 月～

11 月）に実施 

 

分析を 2015 年 12 月中旬に終了 

 

回答者には 12 月下旬に発送済み 

20 歳代 4 4 

30 歳代 15 13 

40 歳代 14 34 

50 歳代 12 50 

60 歳代 27 71 

70 歳代以上 14 32 

合 計 87 206 

総 計 293 

事 

後 

調 

査 

10 歳代 1 1 

事前調査結果返却時に回答依頼 

 

回答締切は 2016 年 1 月 31 日 

 

分析結果は３月中旬に発送済み 

20 歳代 3 3 

30 歳代 8 9 

40 歳代 9 28 

50 歳代 9 43 

60 歳代 20 54 

70 歳代以上 13 32 

合 計 63 170 

総 計 233 

注）BDHQ 調査は成人を対象としている。 

  BDHQ 調査は参加者１人につき１回回答（複数参加の場合でも回答は初回の１回のみ） 
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表 5-1-3 栄養バランス調査 回収率（開催日別） 

発

地 
開催日 訪問地 参加者数 

BDHQ 回答者数 回収率 

Ｂ/Ａ

（％） 

Ａ事前調査 

（体験中） 

Ｂ事後調査 

（体験後） 

札

幌 

 ８月２２日 積丹 41 31 28 90 

 ９月 １日 真狩 40 36 32 89 

 ９月 ５日 寿都 38 26 20 77 

 ９月１３日 江差 19 10 8 80 

 ９月１９日 蘭越 37 26 25 96 

 ９月２２日 森 9 4 4 100 

 ９月２６日 南幌・千歳 40 21 18 86 

１０月 ７日 天塩 23 3 2 67 

１０月１０日 真狩 43 11 6 55 

１０月１４日 真狩 21 11 6 55 

１０月 25 日 蘭越・真狩 32 14 10 71 

１１月 ６日 千歳 29 8 6 75 

１１月１８日 沖縄 13 7 4 57 

１１月27日他 乳和食講習 33 （4） 実施せず － 

１２月 ３日 出汁講習 27 （3） 実施せず － 

合  計 445 
208 

（215） 
169 81 

函

館 

 ８月３０日 知内 35 25 24 96 

 ９月 ５日 寿都 20 8 6 75 

 ９月１３日 江差 25 7 5 71 

 ９月２２日 森 13 1 1 100 

 ９月２９日 北斗 37 8 6 75 

１０月 ４日 松前 33 8 7 88 

１０月１６日 函館・七飯 37 9 7 78 

１０月１７日 福島 22 3 3 100 

１０月２５日 蘭越・真狩 33 7 5 71 

１１月１４日 福島 22 0 0 － 

１１月１８日 沖縄 4 （2） 実施せず － 

合  計 281 
76 

（78） 
64 84 

総  計 726 
284 

（293） 
233 82 

注）1.「Ａ事前調査」の人数は、BDHQ 調査対象となる成人で、かつ初参加の人数。 

  2.事前調査は、概ね 11 月中旬までを実施の目安とした。それ以降は一部の講習会等 

   のみで実施したが、分析期間・結果配布後の食生活改善期間を確保する必要から、 

   事後調査は実施していない。 
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５－２ 意識調査結果 
意識調査結果のうち、地区別・各回別の全ての回答をまとめて整理した結果は図 5-2-1 に示すと

おりである。主な回答を整理すると表 5-2-1 のとおりであり、特に次の①～⑧で体験実施前と比較

し、大きな効果を得ることができた。 

 

①「食育への関心」が今まで以上に関心があるとの回答が 93％ 

②「栄養バランス」に今まで以上に気を使うとの回答が８9％ 

③「農林水産業への理解が向上した」との回答が９9％ 

④「日本型食生活」の認知されている割合が、51％から 87％へ向上 

⑤「日本型食生活」をいままで以上に実践したいとの回答が 89％上 

⑥「食品を購入する際の産地情報」が重要と考える人の割合が５8％から７5％へ向上 

⑦「和食を増やしていきたい」との回答が４6％ 

⑧今回のような体験に「機会があればまた参加したい」との回答が９０％ 

 

上記⑧に関して、参加した時の感想を実施時別に整理した。結果を表 5-2-2～表 5-2-3 に示すが、

「機会があればまた参加したい」という感想は全体の 90％で、このうち、参加者全員が「また参加

したい」と回答した評価の高い活動は、食育体験で４回（松前・天塩・真狩・千歳）、講習会で１回

（出汁）の計５回であった。 

 

表5-2-1 意識調査結果の概要 

設問 

意識調査の回答結果 

いままで 
比較 

体験を終えて 

選択肢（主なもの） ％ 選択肢（主なもの） ％ 

①食育の関心はあるか 
非常に関心がある 46 

→ 
いままで以上に関心がある 93 

どちらかといえば関心 49 いままでと変わらない 7 

②栄養バランスに気を付けて

いるか 

いつも気を付ける 43 
→ 

いままで以上に気を付ける 89 

ときどき気を付ける 51 いままでと変わらない 11 

③体験に参加して食や農林水

産業への理解は向上したか 

－ － 
 

大いに向上した 66 

－ － 少し向上した 33 

④「日本型食生活」を知って

いるか 

内容を含め知っている 51 
→ 

内容を含めよく理解できた 87 

言葉は聞いたことがある 37 あまりり理解できない 13 

⑤「日本型食生活」を実践し

ているか 

ほとんど実践している 18 
→ 

いままで以上に実践したい 89 

概ね実践している 63 いままでと変わらない 11 

⑥知っている用語はあるか 
トレーサビリティ 65 

→ 
トレーサビリティ 81 

衛生管理型漁港 43 衛生管理型漁港 70 

⑦産地情報（生産地、日本産・

外国産）は重要か 

大いに重要 58 
→ 

大いに重要 75 

多少は気にする 38 多少は気にする 24 

⑧日本産と外国産のどちらを

選ぶか 

国産品しか購入しない 21 
→ 

国産品しか購入しない 32 

どちらかといえば国産品 74 どちらかといえば国産品 66 

⑨和食が無形文化遺産に登録

されたことを 

詳しく知っていた 35 
 

－ － 

少しは知っていた 58 － － 

⑩出汁は、北海道のコンブに

支えられていることを 

詳しく知っていた 46 
 

－ － 

少しは知っていた 51 － － 

⑪減塩のコツとして「出汁の

うまみ」を効かせることを 

詳しく知っていた 45 
 

－ － 

少しは知っていた 51 － － 

⑫和食を摂る機会 
－   既に和食中心 50 

－   これから和食を増やしたい 46 

⑬参加した感想 
－   また参加したい 90 

－   概ね良かった 9 
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表 5-2-2 実施内容別の参加者の感想（食育体験） 

開催日 訪問地 
参加者の感想（構成比％） 

大変良い 概ね良い 
良くも悪

くもない 

あまり良

くない 
期待外れ 

 ８月２２日（土） 積丹 90.3 9.7    

 ８月 30 日（日） 知内 85.2 14.8    

 ９月 1 日（火） 真狩 94.6 5.4    

 ９月 ５日（土） 寿都 94.0 6.0    

 ９月１３日（日） 江差 87.2 12.8    

 ９月１９日（土） 蘭越・余市 93.5 6.5    

 ９月２２日（祝） 森 93.3 6.7    

 ９月２６日（日） 南幌・千歳 90.9 9.1    

 ９月２９日（火） 北斗 70.0 16.6 6.7  6.7 

１０月 ４日（日） 松前 100     

１０月 ６日（火） 天塩 100     

１０月１０日（土） 真狩 100     

１０月１４日（水） 真狩 94.4 5.3    

１０月１６日（金） 函館・七飯 82.4 14.7 2.9   

１０月１７日（土） 福島 88.2 11.8    

１０月２５日（日） 蘭越・真狩 89.1 10.9    

１１月 ６日（金） 千歳 100     

１１月１４日（土） 福島 93.8 6.2    

１１月１８日（水） 沖縄県 75.0 25.0    

平均（％） 91 8 1 0 0 

注）平均は全参加者に対する感想の割合（％）で、各回の平均ではない。 

 

表 5-2-3 実施内容別の参加者の感想（講習会） 

種 類 
参加者の感想（構成比％） 

大変良い 概ね良い 
良くも悪

くもない 

あまり良

くない 
期待外れ 

出汁の取り方講習会 100     

和食・美容食 96.3 3.7    

日本型食生活 87.2 12.8    

食品表示 79.4 20.6    

食のバランス 91.4 4.3 4.3   

平均（％） 90 9 1 0 0 

注）平均は全参加者に対する感想の割合（％）で、各回の平均ではない。 
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図 5-2-1 食に関する意識調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒ 全ての参加者 ⇒ 

⇒ 食育体験参加者 ⇒ 

⇒ 講習会参加者 ⇒ 

⇒ 全ての参加者 ⇒ 

⇒ 食育体験参加者 ⇒ 

⇒ 講習会参加者 ⇒ 


